








要約 母体の行動が胎児に及ぼす影響を明らかにするために,各種母体行動下における胎児

心拍パタンを検討した。(1)母体の体位変換の 65%に胎児心拍数の一過性上昇を認めた。一

過性上昇の 65%は体位変換値直後に見られ,平均上昇幅は 12bpmであった。他の 35%は体位

変換後 5～10 秒の間に見られ,平均振幅は 14bpm であった。(2)一分間の母体歩行後の胎児

心拍パタンをその後25 分安静にした上でのパタンと比較した。母体歩行直後は一過性上昇

の頻度が少なく,心拍細変動も小さかった。(3)母体が映画観賞している時の胎児心拍パタ

ンを検討した。映画観賞中は一過性上昇の頻度が高くなる傾向が認められた。 


